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答　

大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
臨

時
福
祉
給
付
金
と
地
方
創
生
交
付

金
の
国
の
事
業
が
急
き
ょ
発
生
し

　平成28年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計の決算は、

10月定例会において予算決算特別委員会に付託されました。

　審査については、10月26日、27日、30日の３日間で行われました。

　審査の結果については、10月定例会にて９会計すべて認定されました。

　決算審査は、市政全般にわたって、多くの質疑がありました。その中

から、抜粋してお知らせいたします。

一
般
会
計

問　

当
初
予
算
は
前
年
比
７
．
７
％

減
の
１
６
５
億
円
で
編
成
し
た
が

決
算
的
に
は
１
７
１
億
円
と
な
り
、

減
額
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で

は
な
い
か

た
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

総
務
費

問　

市
有
地
測
量
委
託
料
の
内
容

は答　

現
原
小
学
校
跡
地
、
武
田
小

学
校
跡
地
、
蔵
川
駐
在
所
跡
地
、

行
方
駐
在
所
跡
地
、
三
和
小
学
校

跡
地
及
び
小
貫
小
学
校
跡
地
の
境

界
測
量
等
の
測
量
委
託
料
で
す
。

問　

デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
実
績
、
推
移
は

答　

28
年
度
の
実
績
は
、
年
間
で

１
万
５
，
９
７
８
人
、
１
日
当
た

り
66
人
で
す
。

　

24
年
度
は
１
万
９
，
４
８
３
人
、

25
年
度
は
１
万
８
，
５
７
７
人
、

26
年
度
は
１
万
７
，
２
７
０
人
、

27
年
度
は
１
万
６
，
８
９
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返

礼
割
合
は

答　

28
年
度
の
返
礼
割
合
は
42
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
の
平

均
も
ほ
ぼ
40
％
程
度
の
返
礼
割
合

で
す
。

答　

今
回
の
改
修
に
つ
い
て
は
中

長
期
的
に
わ
た
り
、
施
設
を
安
定

か
つ
適
切
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
に

主
要
部
分
を
大
幅
に
更
新
す
る
大

規
模
な
改
修
を
実
施
し
、
延
命
化

を
図
る
と
い
う
こ
と
で
計
画
を
し

て
い
ま
す
。

　

29
年
度
か
ら
４
年
間
改
修
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
に
よ
り

設
計
上
は
10
年
か
ら
15
年
の
延
命

化
が
図
ら
れ
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

民
生
費

問　

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
に
つ

い
て

答　

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
は
１

年
に
１
回
２
万
円
が
毎
年
支
払
わ

れ
る
も
の
で
す
。
広
報
誌
等
を
通

じ
て
申
請
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
支
払
っ
た
人
数
は
89
名
で
す
。

答　

敬
老
祝
賀
事
業
記
念
品
の
対

象
者
は
年
度
内
に
80
歳
に
到
達
す

る
方
で
す
。
対
象
者
は
４
１
４
人

問　

有
機
肥
料
供
給
セ
ン
タ
ー
整

備
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
今
回
の

改
修
に
よ
り
、
ど
の
程
度
の
延
命

を
望
め
る
の
か

問　

敬
老
祝
賀
事
業
の
実
績
は

　平成28年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計の決算は、

決算審査について

議長を除く 19 名の委員で構成さ

れ、特別委員長は、宮内　守　議員、

特別副委員長は、岡田　晴雄　議

員が互選されました。

予算決算特別委員会
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で
す
。

　

ま
た
、
長
寿
祝
い
金
は
、
88

歳

の
米
寿
に
到
達
す
る
方
と
１
０
０

歳
に
到
達
す
る
方
が
対
象
で
、
そ

れ
ぞ
れ
２
５
２
人
と
12

人
で
す
。

問　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

に
つ
い
て
支
給
状
況
は

答　

平
成
28

年
度
は
２
種
類
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

で
対
象
者
数
が
４
，
０
５
３
人
で

す
。
申
請
者
数
は
３
，
９
５
３
人

で
97

．
５
％
の
方
に
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
支
給
事
業
で
支
給
金
額
が

３
，
０
０
０
円
と
３
万
円
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

３
，
０
０
０
円
の
方
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
が
７
，
２
１
５
人
、

支
給
者
６
，
２
７
５
人
で
支
給
率

は
87

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
万
円
の
方
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
が
２
１
６
人
、
支
給
者

２
０
９
人
で
支
給
率
は
96

．
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
費

問　

放
射
能
測
定
シ
ス
テ
ム
の
使

用
状
況
及
び
数
値
に
つ
い
て

答　

28

年
度
の
検
査
件
数
は
、

１
１
３
件
（
前
年
度
１
０
３
件
）

で
、
検
査
品
目
は
タ
ケ
ノ
コ
が
１

番
多
く
、
堆
肥
的
な
も
の
の
検
査

依
頼
も
あ
り
ま
す
。
全
て
の
検
査

で
基
準
値
を
超
え
る
も
の
は
出
て

い
ま
せ
ん
。

問　

犬
猫
の
繁
殖
阻
止
手
術
補
助

金
の
実
績
と
申
請
件
数
に
対
す
る

補
助
実
施
件
数
は

答　

犬
の
避
妊
が
29

頭
、
去
勢
が

10

頭
、
猫
の
避
妊
が
80

頭
、
去
勢

が
44

頭
の
合
計
１
６
３
頭
分
の
申

請
が
あ
り
ま
し
て
、
１
６
３
頭
す

べ
て
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問　

環
境
対
策
事
業
の
監
視
カ
メ

ラ
導
入
の
効
果
は

答　

不
法
投
棄
の
監
視
で
14

カ
所

に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
が
あ

り
、
行
方
警
察
署
の
ご
協
力
に
よ

り
１
件
摘
発
し
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
か
な
り
の
抑
止
効
果
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

塵
芥
処
理
事
業
修
繕
料
は
何

を
修
理
し
た
の
か

答　

平
成
26

年
か
ら
平
成
28

年
の

修
繕
計
画
に
基
づ
く
修
繕
で
、
特

に
大
き
い
も
の
と
し
て
は
、
ご
み

焼
却
施
設
の
白
煙
防
止
用
の
空
気

の
予
熱
器
、
こ
れ
は
第
１
号
炉
の

エ
レ
メ
ン
ト
ブ
ロ
ッ
ク
交
換
も
含

め
て
の
修
繕
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

ご
み
焼
却
施
設
の
第
１
、
第
２
号

炉
の
耐
火
物
の
修
繕
に
な
り
ま

す
。農

林
水
産
業
費

問　

水
田
農
業
対
策
事
業
の
米
の

生
産
調
整
の
実
績
は

答　

転
作
の
配
分
面
積
は
１
，
２

８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
実
施
面

積
は
１
，
１
５
８
．
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
り
、
実
施
率
と
し
て
は
、

９
０
．
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

鳥
獣
対
策
協
議
会
補
助
金
に

つ
い
て

答　

協
議
会
の
中
で
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
実
績
と
し
て
は
、
カ
ラ
ス
が

１
６
５
羽
、
カ
ル
ガ
モ
１
０
４
羽
、

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
１
６
５

頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
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商
工
費

問　

白
帆
の
湯
関
連
工
事
の
内
容

は答　

工
事
の
内
容
と
し
て
大
き
な

も
の
は
、
空
調
設
備
改
修
工
事
で
、

会
議
室
や
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
等
の
空

調
の
入
れ
替
え
工
事
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
井
戸
水
用
の
水
中
ポ
ン
プ

交
換
工
事
を
は
じ
め
全
部
で
13

件

の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費

問　

橋
梁
点
検
調
査
設
計
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
、
市
内
の
橋
の
箇

所
数
と
点
検
調
査
の
結
果
は

答　

市
内
の
道
路
に
架
か
る
２
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
橋
梁
は
１
４
４

橋
あ
り
ま
す
。
28

年
度
は
48

橋
点

検
調
査
を
行
い
、
１
橋
が
早
期
措

置
段
階
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り

ま
す
。

問　

橋
梁
維
持
補
修
工
事
に
つ

い
て
ど
こ
で
発
見
さ
れ
て
補
修
と

な
っ
た
か

答　

平
成
24

年
、
平
成
25

年
に
長

寿
命
化
計
画
の
点
検
及
び
調
査
し

た
も
の
で
、
城
下
川
の
新
堤
橋
、

海
了
寺
橋
と
梶
無
川
の
石
神
橋
、

合
田
橋
の
４
橋
に
つ
い
て
維
持
補

修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

教
育
費

問　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
報

酬
は
何
人
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た

の
か

答　

特
別
支
援
員
は
麻
生
小
学
校

に
４
人
、
北
浦
小
学
校
に
３
人
、

玉
造
小
学
校
に
４
人
、
麻
生
幼
稚

園
に
１
人
、
北
浦
幼
稚
園
に
１
人
、

玉
造
幼
稚
園
に
１
人
で
合
計
は
14

人
で
す
。

問　

外

国

語

指

導

助

手

派

遣

業
務
委
託
料
が
予
算
額
か
ら
約

３
０
０
万
円
増
額
に
な
っ
た
の
は

な
ぜ
か

答　

市
で
直
接
雇
用
し
て
い
た
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
う
ち
１
名
が
急
遽
４
月
末

に
帰
国
し
ま
し
た
。
当
初
派
遣
Ａ

Ｌ
Ｔ
は
１
名
の
予
定
で
し
た
が
、

欠
員
分
を
補
充
し
た
た
め
、
５
月

よ
り
２
名
を
派
遣
委
託
し
た
こ
と

に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

問　

就
学
支
援
の
内
容
は
（
要
保
護

と
準
要
保
護
の
支
援
内
容
の
違
い
）

答　

就
学
援
助
費
と
し
て
、
学
用

品
費
、
通
学
用
品
費
、
通
学
費
、

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
入

学
時
の
み
新
入
学
用
の
学
用
品

費
、
学
校
給
食
費
、
医
療
費
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
保
護
の
場
合
は
扶
助
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
校
外
活
動
費
で
修

学
旅
行
費
が
追
加
と
な
る
こ
と

と
、
医
療
費
に
つ
い
て
、
扶
助
を

受
け
て
い
な
い
場
合
、
要
保
護
が

全
額
負
担
（
準
要
保
護
は
３
割
負

担
）
の
部
分
を
市
か
ら
支
援
し
て

い
ま
す
。

問　

幼
稚
園
の
園
児
送
迎
委
託
料
に

つ
い
て
各
園
の
送
迎
園
児
数
と
方
法
は

答　

麻
生
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
送
迎
と
な
っ
て

お
り
、
利
用
者
は
園
児
数
88

名
に

対
し
て
49

名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

北
浦
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
、
タ

ク
シ
ー
に
よ
る
送
迎
と
な
っ
て
お

り
、
利
用
者
は
園
児
数
25

名
に
対

し
て
20

名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

玉
造
幼
稚
園
は
園
バ
ス
に
よ
る

送
迎
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
は

園
児
数
55

名
に
対
し
て
44

名
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

問　

給

水

原

価

が

27

年

度

が

２
２
５
円
、
28

年
度
が
２
３
８
円

で
13

円
高
く
な
っ
て
い
る
が
そ
の

要
因
は

答　

修
繕
費
、
受
水
費
等
が
増
加

し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計


